
特別研修（共同） 

【市町村】60 人・各回 30 人

あん 

講師

有限会社ディーズリンク 

狩野 英司 ほか 
・自治体のDXと AI 

・AI／生成 AIの意義・用途・課題 

・先行事例紹介① 

（講師：自治体職員） 

・BPR（業務の見える化） 

・RPAとローコード開発 

・先行事例紹介② 

（講師：自治体職員） 

 

・デザイン思考 

・先行事例紹介③ 

（講師：自治体職員） 

・業務の改善・改革 

・デジタル・コンピテンシー 

１日目 ２日目

・事前課題（アンケート）あり。詳細

はシラバスを確認してください。 

・自身の端末で生成 AIを使用した

ワークがあります。 

・R6「AI・ローコード開発の活用と

行政サービス改革」と同一の内容

となります。 

備考

こんな人におすすめ

業務効率や住民サービスをもっと向上させるのに

生成 AIなどのデジタル技術が使えないかな…。 

他の自治体はどのようにデジタル技術を導入・ 

活用しているのだろう…。 

時間

①8/19(火)・8/20(水) 

②8/28(木)・8/29(金) 

日程

9：00～16：30 

・情報収集能力【デジタルスキル】 

（業務改善へのデジタル技術の活用方法） 

・分析力 

（業務・サービスをめぐる課題の特定・分析） 

 

60人・各回 30人

市町村県

生成 AI などのデジタル技術や、現状の業務・サービスの見直しに関心のある

職員 

60人・各回 30人

 

オンライン

研修案内


